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20連隊花笠踊り

今年も躍動20連隊花笠踊り今年も躍動20連隊花笠踊り
「「第１６回 第１６回 第６師団音楽まつり」第６師団音楽まつり」 に参加に参加

「「令和 2 年度令和 2 年度  
第３次基礎第３次基礎となるとなる部隊部隊のの訓練検閲」訓練検閲」

積雪寒冷地における積雪寒冷地における

　　　作戦遂行能力
の確認

　　　作戦遂行能力
の確認



2
月
17
日（
水
）か
ら
18
日（
木
）ま
で

の
間
、
神
町
駐
屯
地
西
訓
練
場
に
お
い

て
「
令
和
2
年
度
第
3
次
基
礎
と
な
る
部

隊
の
訓
練
検
閲
」が
行
わ
れ
、
第
4
中
隊

（
中
隊
長

：

大
木
3
佐
）が
8
年
振
り
に
冬

季
に
お
け
る
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。
本

来
な
ら
ば
大
高
根
演
習
場
に
お
い
て
2
夜

3
日
に
わ
た
り
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
2
月
13
日（
土
）に
福
島
県
沖
で
発
生

し
た
地
震
の
影
響
、
特
に
余
震
等
に
お
け

る
県
内
の
被
害
発
生
の
恐
れ
が
生
起
し
た

た
め
、
訓
練
場
所
を
西
訓
練
場
に
変
更
し

て
行
わ
れ
た
。

本
訓
練
検
閲
は
「
陣
地
防
御
に
任
ず
る

増
強
普
通
科
中
隊
の
行
動
」を

課
目
と
し
、
積
雪
寒
冷
地
に
お

け
る
作
戦
遂
行
能
力
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
進
歩
向
上

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
た
。
訓
練
開
始
に
先
立
ち
、

17
日（
水
）、
営
庭
に
お
い
て
隊

容
検
査
が
行
わ
れ
、統
裁
官（
連

隊
長

：

梶
1
佐
）は「
積
雪
寒
冷

地
の
特
性
を
味
方
に
せ
よ
」「
生

き
残
る
た
め
の
基
本
・
基
礎
を

確
行
せ
よ
」「
健
康
管
理
・
安
全

管
理
を
万
全
に
せ
よ
」の
3
点

を
要
望
し
、「
中
隊
長
を
核
心

と
し
て
、
全
隊
員
が
一
丸
と
な

り
、
任
務
の
完
遂
に
邁
進
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」と
訓
示
を

述
べ
た
。

同
日
1
3
0
0
、
中
隊
先
行

班
が
内
柵
門
を
通
過
し
状
況
は
開
始
さ
れ

た
。
中
隊
先
行
班
は
訓
練
准
尉
の
指
揮
の

下
、
速
や
か
に
集
結
予
定
地
域
の
安
全
化

を
行
う
ほ
か
、
警
戒
員
及
び
誘
導
員
を
配

置
し
主
力
の
進
入
を
整
斉
円
滑
に
実
施
し

て
い
た
。

防
御
準
備
間
、
各
射
撃
陣
地
を
交
通
壕

に
よ
り
連
接
さ
せ
、
配
備
変
更
を
容
易
に

す
る
ほ
か
、
雪
壁
を
構
築
し
て
陣
地
強
度

を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
冬
季
の
特
性
を
活

用
し
て
陣
地
を
構
築
し
て
い
た
。
ま
た
、

夜
間
に
お
け
る
防
御
戦
闘
に
お
い
て
小
銃

小
隊
は
、
敵
接
近
の
兆
候
を
偵
知
す
る
と

速
や
か
に
砲
迫
火
力
を
要
求
す
る
な
ど
、

迫
小
隊
と
密
接
に
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
小
隊
長
の
指
揮
の
下
、
火
力
を
発
揮

し
続
け
、
強
靭
な
防
御
戦
闘
を
行
う
と
と

も
に
我
の
陣
地
を
固
守
し
、
見
事
与
え
ら

れ
た
任
務
を
完
遂
し
た
。

20
日（
土
）に
は
、
訓
練
終
了
後
の
研
究

会
が
実
施
さ
れ
、
最
先
任
上
級
曹
長
の
統

制
に
よ
り
隊
員
の
基
礎
動
作
の
ほ
か
、
戦

闘
様
相
、
成
果
及
び
教
訓
に
つ
い
て
認
識

を
統
一
し
た
。

連
隊
は
引
き
続
き
練
成
を
重
ね
、
更
な

る
連
度
向
上
に
努
め
て
い
く
。

2
月
10
日（
水
）、
神
町
駐
屯
地
旧
体
育

館
に
お
い
て
、
山
形
地
方
協
力
本
部
が
実
施

す
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
職

場
体
験
」に
協
力
し
た
。

職
場
体
験
に
は
、
新
庄
東
高
等
学
校
の
4

名
が
参
加
し
、
広
報
室　

髙
橋
3
曹
が
担
当

し
て
部
隊
紹
介
、
地
図
の
見
方（
コ
ン
パ
ス

の
取
り
扱
い
、
距
離
の
測
定
、
歩
測
）を
実

施
し
た
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
初
め
て
行
う
自

衛
隊
の
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
み
つ
つ
、
笑

顔
で
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
担
当
し
た
隊
員

も
学
生
た
ち
の
真
剣
な
姿
勢
に
対
し
、
一
生

懸
命
に
教
え
て
い
た
。

「
総
合
的
な

「
総
合
的
な

    

学
習
の
時
間
に
お
け
る

学
習
の
時
間
に
お
け
る

職
場
体
験
」に
協
力

職
場
体
験
」に
協
力

地図の地図の
見方を体験見方を体験

防御陣地を構築防御陣地を構築
（迫小隊）（迫小隊）

雪壁に身を潜めつつ警戒雪壁に身を潜めつつ警戒

曹士研究会曹士研究会

11
月
30
日（
月
）か
ら
2
月
19
日

（
金
）ま
で
の
間
、
神
町
駐
屯
地
に

お
い
て
「
令
和
2
年
度
陸
士
特
技

課
程
『
初
級
部
隊
通
信
』」を
実
施

し
た
。

本
教
育
は
、
本
部
管
理
中
隊
長

（
髙
橋
1
尉
）が

担
任
官
と
な

り
、
通
信
手
と

し
て
必
要
な
知

識
及
び
技
能
を

修
得
さ
せ
る
と

と
も
に
、
当
該

特
技
職
に
必
要

な
資
質
を
養
う

こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
、
被
教

育
者
と
し
て
、

各
中
隊
等
の
陸

士
計
20
名（
内

第
6
施
設
大

隊
2
名
）が
参
加
し
た
。

教
育
間
、
シ
ス
テ
ム
通
信
、
通

信
器
材
、
有
線
技
術
、
通
信
術
・

班（
組
）訓
練
、
電
磁
波
作
戦
及
び

サ
イ
バ
ー
戦
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

教
育
当
初
、
被
教
育
者
た
ち
は
慣

れ
な
い
訓
練
内
容
に
困
惑
す
る
場

面
も
あ
っ
た
が
、
教
官
・
助
教
に

積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
真
摯
に

取
り
組
み
理
解
を
深
め
て
い
た
。

ま
た
零
細
時
間
を
活
用
し
、
有
線

の
接
続
や
縛
着
に
つ
い
て
反
復
演

練
を
行
い
、
日
に
日
に
練
度
を
向

上
さ
せ
た
。

2
月
15
日（
月
）・
16
日（
火
）に

は
連
隊
通
信
庫
に
お
い
て
特
技
検

定（
実
技
・
学
科
）が
行
わ
れ
、
被

教
育
者
た
ち
は
、
本
教
育
間
に
修

得
し
た
知
識
及
び
技
能
を
十
分
に

発
揮
す
る
と
と
も
に
、「
必
通
の

精
神
」を
も
っ
て
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
、
全
員
が
検
定
に
合
格
し

た
。特

技
認
定
を
受
け
た
被
教
育
者

は
、
今
後
訓
練
や
演
習
等
に
お
い

て
通
信
手
と
し
て
各
中
隊
で
活
躍

す
る
こ
と
に
な
る
。

迅速に有線を繰り出す迅速に有線を繰り出す

確実に縛着確実に縛着

厳しく判定する検定官厳しく判定する検定官

・
本
部
管
理
中
隊　
原
田　
萌
々
香　
１
士

・　
　
同　
　
　
　
竹
田　
大
希　
　
１
士

【
成
績
優
秀
隊
員
】

中隊本部　　訓練准尉　　　　　
１曹　　　黄木　泰博

第１小隊　　分隊長　　　　　　
２曹　　　安達　秀哉

第２小隊　　分隊長　　　　　　
３曹　　　布川　大地

第３小隊　　通信手　　　　　　
３曹　　　鈴木　正憲

迫撃砲小隊　分隊長　　　　　　
３曹　　　後藤　敦志

狙撃班　　　狙撃手　　　　　　
３曹　　　長谷部修平

【優秀隊員】

部隊紹介部隊紹介

「「令和 2 年度令和 2 年度  
第３次基礎第３次基礎となるとなる部隊部隊のの訓練検閲」訓練検閲」

積雪寒冷地における積雪寒冷地における

　　　作戦遂行能力
の確認

　　　作戦遂行能力
の確認

内柵門を通過し内柵門を通過し

状況開始状況開始 安全化を実施安全化を実施

必通の精神を修得必通の精神を修得

「「令和２年度令和２年度
陸士特技課程陸士特技課程

『初級部隊通信』」を実施『初級部隊通信』」を実施



新
隊
員
教
育
隊（
教
育
隊
長

：

浅

野
2
佐
）が
担
任
す
る「
令
和
2
年
度

9
月
入
隊
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
第

16
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教

育
」で
は
、
普
通
科
隊
員
と
し
て
の

基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る

た
め
、
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
る
。

3
月
1
日（
月
）、2
日（
火
）に「
訓

練
評
価
」が
行
わ
れ
、
1
日
午
前
に

は
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て
「
機
関
銃

の
分
解
・
結
合
」及
び
「
筆
記
試
験
」

を
行
っ
た
。
ま
た
、
1
日
午
後
に
は

多
賀
城
駐
屯
地
に
お
い
て
「
35
km
徒

歩
行
進
訓
練
」、
2
日
に
は「
戦
闘
訓

練
」を
実
施
し
、
陣
地
攻
撃
ま
で
の

一
連
の
行
動
を
行
っ
た
。

特
に
35
km
徒
歩
行
進
訓
練
に
お
い

て
は
、
夜
間
の
行
進
訓
練
で
疲
労
と

睡
魔
が
襲
う
状
況
で
あ
り
、
起
伏
が

あ
る
困
難
な
道
の
り
で
あ
っ
た
が
新

隊
員
た
ち
は
互
い
に
励
ま
し
合
い
な

が
ら
全
員
が

完
歩
し
た
。

そ
の
ほ
か
に

も
、
戦
闘
訓

練
で
は
一
人
ひ

と
り
が
与
え
ら

れ
た
任
務
に
対

し
、
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん

で
お
り
、
誰
一

人
欠
け
る

こ
と
な
く

任
務
を

完
遂
し
、

普
通
科

隊
員
と

し
て
の

技
能
を
修
得
し
た
。

2
月
20
日（
土
）、
や
ま
ぎ
ん
県
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
第
16
回

第
6
師
団
音
楽
ま
つ
り
」に
連
隊
か
ら
、

師
団
ら
っ
ぱ
隊（
内
2
名
）、

花
笠
踊
り
、
各
種
勤
務
員
と

し
て
参
加
し
た
。

公
演
は
午
前
と
午
後
の
2

回
公
演
が
実
施
さ
れ
、
い
ず
れ

も
見
所
満
載
で
構
成
さ
れ
た
1

時
間
30
分
と
な
っ
て
お
り
、
第

6
音
楽
隊
の
演
奏
を
は
じ
め
、

連
隊
か
ら
は
躍
動
的
な
笠
回
し

の
花
笠
踊
り
を
本
部
管
理
中
隊

　

松
尾
3
曹
以
下
22
名（
各
中

隊
か
ら
選
抜
、
歌
い
手
含
む
）が

披
露
、
ま
た
師
団
隷
下
部
隊
集

成
に
よ
る
師
団
ら
っ
ぱ
隊
と
し

て
第
3
中
隊　

荒
木
士
長
、
重

迫
撃
砲
中
隊　

山
口
士
長
の
2

名
が
参
加
し
、
自
衛
官
の
1
日
を

再
現
し
た
展
示
に
合
わ
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
吹
奏
を
実
施
し
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

花
笠
踊
り
に
参
加
し
た
第
1
中

隊　

川
邉
3
曹
は
「
今
回
が
初
め

て
の
参
加
だ
っ
た
が
、
し
っ
か
り

と
練
成
し
、
本
番
に
臨
む
こ
と
が

で
き
た
。
緊
張
し
た
が
20
連
隊
の
花

笠
踊
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
。」と
述
べ
た
。

2
月
27
日（
土
）、
酒
田
市
武
道
館

に
お
い
て
4
機
関
合
同
公
務
員
職
場

紹
介
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
「
4

機
関
合
同
公
務
員
職
場
紹
介
」に
お

い
て
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
が

実
施
す
る
自
衛
隊
職
場
紹
介
に
協
力

し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
衛
隊（
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
・
20
連
隊
）、

海
上
保
安
庁
、
警
察
、
消
防
の
4
機

関
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を

紹
介
し
た
。
連
隊
か
ら
は
7
名（
長

：

第
2
中
隊　

星
1
曹
）が
参
加
し
、

部
隊
紹
介
及
び
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム

の
展
示
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
実
際

に
担
架
搬
送
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
体

験
さ
せ
る
な
ど
、
参
加
し
た
大
学
生

や
高
校
生
に
対
し
積
極
的
に
自
衛
隊

の
活
動
を
伝
え
て
い
た
。
担
架
搬
送

を
体
験
し
た
学
生
は
「
初
め
て
の
体

験
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
自
衛
隊
楽
し

そ
う
。」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。

ま
た
、
本
部
管
理
中
隊　

中
川
3

曹
は
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
女
性
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
「
男
性
と
同
じ
訓
練

に
つ
い
て
い
け
る
か
体
力
が
心
配
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、「
当
初
は
女

性
自
衛
官
教
育
隊
に
入
隊
し
、
基

礎
的
な
知
識
・
体
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
。
徐
々

に
体
力
に
も
自
信
が
付
き
訓
練
が
楽

し
く
な
る
よ
。」と
自
身
の
体
験
談
を

交
え
な
が
ら
回
答
し
て
い
た
。
本
イ

ベ
ン
ト
協
力
に
お
い
て
公
務
員
希
望

対
象
者
等
の
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す

る
理
解
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。

「４機関合同公務員職場紹介」に協力「４機関合同公務員職場紹介」に協力

担架搬送担架搬送

記念撮影（右：本部管理中隊　中川３曹）記念撮影（右：本部管理中隊　中川３曹）

ロープワークロープワーク

職場紹介で自衛隊をＰＲ職場紹介で自衛隊をＰＲ

神
町
・
多
賀
城
で
総
合
訓
練

神
町
・
多
賀
城
で
総
合
訓
練

機関銃の分解・結合機関銃の分解・結合

筆記試験筆記試験

戦闘訓練戦闘訓練

35km徒歩行進訓練35km徒歩行進訓練

「
訓
練
評
価
・

「
訓
練
評
価
・
3535
ｋｍ
徒
歩
行
進
訓
練
」を
実
施

ｋｍ
徒
歩
行
進
訓
練
」を
実
施

師団らっぱ隊に師団らっぱ隊に
よる吹奏よる吹奏

躍動的な花笠踊りを躍動的な花笠踊りを

披露披露

力強い声で「花笠音頭」を歌う
力強い声で「花笠音頭」を歌う

重迫撃砲中隊 重迫撃砲中隊 

石山２曹石山２曹

今年も躍動20連隊花笠踊り今年も躍動20連隊花笠踊り

「「第１６回 第１６回 第６師団音楽まつり」第６師団音楽まつり」 に参加に参加

第３中隊　荒木士長第３中隊　荒木士長

重
迫
撃
砲
中
隊
　

重
迫
撃
砲
中
隊
　

山
口
士
長

山
口
士
長

師団らっぱ隊で師団らっぱ隊で
真摯に吹奏真摯に吹奏



3
月
9
日（
火
）、
連
隊
教

場
に
お
い
て
「
第
4
回
女
性
活

躍
推
進
委
員
会
」が
実
施
さ
れ
、

20
名
の
女
性
隊
員
が
参
加
し

た
。本

委
員
会
は
昨
年
4
月
に
行

わ
れ
た
第
1
回
女
性
活
躍
推
進

委
員
会
以
降
、「
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン（
補
職
ト
ラ
ッ
ク
）に
つ
い

て
の
認
識
の
統
一
」「
仕
事
と
育

児
の
両
立
」「
女
性
活
躍
推
進
の

背
景
」「
女
性
自
衛
官
の
勤

務
・
生
活
環
境
の
基
盤
」

な
ど
様
々
な
議
題
で
討
論

が
重
ね
ら
れ
、
今
年
度
最

後
と
な
る
第
4
回
目
を
迎

え
た
。

当
初
、
女

性
自
衛
官
の

キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン（
補
職
ト

ラ
ッ
ク
）の
説

明
が
行
わ
れ
、

今
後
取
得
で

き
る
特
技
や

女
性
自
衛
官

に
適
し
た
補
職
の
認
識
を
統
一

し
た
。
ま
た
特
技
別
に
作
成
さ

れ
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン（
案
）、

女
性
自
衛
官
が
実
際
に
歩
ん
で

き
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、自
身
の
階
級
・

年
齢
・
任
地
・
補
職
等
を
各
人

で
設
定
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
な
ど
、
今
後
の
イ
メ
ー

ジ
を
具
体
化
し
て
い
た
。

引
き
続
き
、「
今
後
の
女
性

活
躍
推
進
施
策
に
求
め
る
こ

と
」等
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

毎
に
意
見
交
換
・
発
表
が
行
わ

れ
、「
男
性
隊
員
に
も
委
員
会

に
参
加
し
理
解
を
深
め
て
ほ
し

い
」や
、「
女
性
の
方
の
部
外
講

話
を
し
て
欲
し
い
」「
今
後
も
委

員
会
を
継
続
し
女
性
自
衛
官

同
士
の
情
報
交
換
の
場
に
し
た

い
」な
ど
積
極
的
な
意
見
が
飛

び
交
っ
た
。

委
員
会
に
参
加
し
た
女
性
隊

員
は
「
初
め
て
自
身
の
具
体
的

な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

こ
と
に
よ
り
、
今
後
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
や
目
標

な
ど
が
明
確
に
な
り
と
て
も
よ

か
っ
た
」と
述
べ
、
委
員
会
の

成
果
を
実
感
し
て
い
た
。

令
和
2
年
度
は
、
計
4
回
の

女
性
活
躍
推
進
委
員
会
を
実
施

し
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
場
を

模
索
し
つ
つ
基
盤
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
令
和
3
年
度
か

ら
女
性
活
躍
推
進
の
一
連
の
活

動
を「
L
a
d
y  

G
o
!
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
名
付
け
、
連
隊

は
女
性
が
更
に
活
躍
で
き
る
輝

か
し
い
部
隊
を
目
指
し
、
今
後

と
も
努
力
し
て
行
く
。

真剣にライフプランについて
真剣にライフプランについて

考える考える

Lady Go!プロジェクト

「第４回女性活躍推進委員会」を実施「第４回女性活躍推進委員会」を実施

名称の意味
ＲｅａｄｙＧｏ！（さぁやろう！）の意味
をベースにし、ＲｅａｄｙをＬａｄｙ（女
性）に置き換え、「女性として前に進む
（施策を推進する）」という意識を表現

施策の内容
○　普通科中隊等に新たに女性自衛官
を配置し、積極的に職域を開放

○　新隊舎移転に向けた女性活躍基
盤の整備の更なる促進

○　定期的に委員会を開催し、隊務に
対する女性自衛官の意見を発信

○　男性自衛官も含めた連隊全隊員に
女性活躍推進に係る制度を普及

LadyGo!プロジェクトとは

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行
　
発
行
所
／
山
形
県
防
衛
協
会
　
印
刷
／
藤
庄
印
刷
株
式
会
社

各種表彰
【第６師団長より顕彰状】

（平成30年度から令和2年度までにおける師団
レンジャー集合教育先任助教及び格闘指導官と
しての功績）
・第２中隊　　　   曹長　　新山　貴也

【第６師団長表彰】
○第３級賞詞

（業務改善による功績）
・連隊本部　　　   ２佐　　和田　一輝
（職務遂行による功績）
・本部管理中隊　   １尉　　髙橋　清容
・　　同　　　　   ２尉　　吉村　雄太
・　　同　　　　   准尉　　下山　利広
・第１中隊　　　   １尉　　中野谷一紀
・第４中隊　　　   ３佐　　大木　和幸
【連隊長表彰】
○第４級賞詞

（業務改善による功績）
・連隊本部　　　　１尉　　佐藤　広基
（職務遂行による功績）
・連隊本部　　　　１尉　　阿部　幸央
・本部管理中隊　　曹長　　梅村　昌和
・　　同　　　　　曹長　　日向　高宏
・　　同　　　　　１曹　　佐藤　祐助
・　　同　　　　　１曹　　内海　仁徳
・　　同　　　　　２曹　　鈴木　泰一
・　　同　　　　　２曹　　市川　　悟
・　　同　　　　　２曹　　新野　直彦
・　　同　　　　　２曹　　渡部　寛志
・　　同　　　　　２曹　　大津　翔貴
・　　同　　　　　３曹　　横尾　清彦
・　　同　　　　　３曹　　薮内　雄介
・　　同　　　　　３曹　　藤原　　華
・第１中隊　　　　３尉　　長谷川裕司
・　　同　　　　　１曹　　小野　平和
・　　同　　　　　２曹　　佐藤　　徹
・　　同　　　　　３曹　　塚原　将太
・第２中隊　　　　１曹　　髙梨　淳一
・　　同　　　　　２曹　　高橋　正悦
・　　同　　　　　２曹　　山科　聡之
・　　同　　　　　２曹　　佐藤　　元
・　　同　　　　　３曹　　髙橋　智則
・第３中隊　　　　曹長　　五十嵐　慎
・　　同　　　　　２曹　　八鍬　優太
・　　同　　　　　３曹　　佐藤　佳大
・　　同　　　　　３曹　　工藤　大樹
・第４中隊　　　　２曹　　柴﨑　隆之
・　　同　　　　　２曹　　阿部　敬太
・　　同　　　　　２曹　　伊藤　正平
・　　同　　　　　３曹　　横澤　紘太
・　　同　　　　　３曹　　鈴木　将也
・重迫撃砲中隊　　曹長　　佐藤　　健
・　　同　　　　　１曹　　齋藤　和也
（車両無事故走向５万キロの功績）
・本部管理中隊　　２曹　　渡辺　伸也
・第１中隊　　　　２曹　　本間　　明
○第５級賞詞

（業務改善による功績）
・本部管理中隊　　准尉　　佐々木真奈美
（職務遂行による功績）
・本部管理中隊　　２尉　　吉田　祐紀
・第１中隊　　　　２曹　　沓澤　知之

【２月警衛勤務優秀らっぱ手】
第２中隊　　　　  士長　　若山　宗洋

（４日上番）
本部管理中隊　　  士長　　長谷川武尊

（５日上番）
重迫撃砲中隊　　  士長　　山口　莉瑚

（８日上番）
本部管理中隊　　  ３曹　　中川　玲菜

（25日上番）

連隊所属
女性自衛官

（総員28名）第２中隊　新山曹長第２中隊　新山曹長

3
月
5
日（
金
）、
連
隊
教

場
に
お
い
て
「
令
和
2
年
度
9

月
入
隊
新
隊
員
特
技
課
程
及

び
第
16
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課

程
後
期
教
育
修
了
式
」を
実
施

し
た
。

式
に
は
教
育
を
終
え
た
3

名
が
参
加
し
、
新
隊
員
を
代
表

し
て
荒
澤
2
士（
村
山
市
出
身
）

が
教
育
修
了
申
告
を
実
施
し
た
。
引
き

続
き
配
置
申
告
を
行
い
、
荒
澤
2
士
、

氏
家
2
士
は
本
部
管
理
中
隊
へ
、
小
形

2
士
は
第
22
即
応

機
動
連
隊
本
部
管

理
中
隊
へ
配
置
さ

れ
る
。

執
行
者（
連
隊

長
：

梶
1
佐
）は
訓

示
に
お
い
て
「
雪
の

中
で
行
っ
た
戦
闘

訓
練
で
は
状
況
に

合
わ
せ
整
斉
と
実

施
す
る
姿
を
確
認
し
、
頼
も
し
く
感
じ

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
第
一
線
部
隊
で
あ

る
各
中
隊
へ
配
置
さ
れ
、
実
任
務
に
就

く
こ
と
に
な
る
。
強
い
責
任
感
を
保
持

し
て
、
自
己
の
修
練
に
継
続
し
て
励
ん

で
も
ら
い
た
い
。」と
新
隊
員
の
活
躍
を

祈
念
し
た
。

3
カ
月
の
教
育
を
終
え
た
3
名
は

「
指
導
し
て
下
さ
っ
た
要
員
の
方
々
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
日
々
努
力

し
、
立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た
い
」と

意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
。

2
月
21
日（
日
）、

自
衛
隊
山
形
地
方

協
力
本
部
新
庄
地

域
事
務
所
に
お
い
て
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
新

庄
地
域
事
務
所
が
実
施
す
る「
入
隊
予
定
者
懇
談
会
」

に
参
加
し
、
リ
ク
ル
ー
タ
に
よ
る
広
報
活
動
を
行
っ

た
。連

隊
か
ら
は
、本
部
管
理
中
隊　

渡
部
拓
斗
3
曹
、

第
1
中
隊　

八
鍬
大
樹
士
長
の
2
名
が
参
加
し
、
入

隊
予
定
者
15
名
、
御
家
族
12
名
、
計
27
名
に
対
し
、

入
隊
準
備
や
入
隊
後
の
生
活
、
訓
練
等
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
「
体
力
に
自
信
が
な
く

訓
練
に
つ
い
て
い
け
る
か
心
配
」な
ど
の
意
見
に
対

し
、「
訓
練
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
体
力
が

身
に
付
く
か
ら
大
丈
夫
。
ま
ず
は
入
隊
前
か
ら
少
し

ず
つ
努
力
し
よ
う
。」と
丁
寧
に
答
え
る
な
ど
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
た
。

3
月
13
日（
土
）に
は
、

鶴
岡
警
察
署
に
お
い
て

自
衛
隊
山
形
地
方
協
力

本
部
鶴
岡
出
張
所
、
鶴

岡
警
察
署
、
酒
田
海
上

保
安
部
が
合
同
で
実
施

す
る
「
3
機
関
合
同
説

明
会
」に
、
本
部
管
理

中
隊　

五
十
嵐
壱
騎
士

長
が
リ
ク
ル
ー
タ
と
し
て
参
加
し
、
参
加
者
9
名
に

対
し
部
隊
紹
介
を
行
っ
た
。
五
十
嵐
士
長
は
「
入
隊

直
前
ま
で
自
衛
隊
の
訓
練
は
辛
そ
う
、
強
面
の
上

司
、
な
ど
の
印
象
を
抱
い
て
い
た
が
、
現
在
は
周
り

の
上
司
・
先
輩
と
協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
訓
練
を
行

い
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
」と
述

べ
、
入
隊
前
と
入

隊
後
の
自
衛
隊
に

対
す
る
印
象
の
違

い
を
説
明
し
、
入

隊
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
学
生
の
不

安
を
払
拭
す
る
な

ど
、
一
生
懸
命
に

自
衛
隊
の
活
動
を

分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
。

「リクルータによる広報活動」を実施「リクルータによる広報活動」を実施 「令和2年度「令和2年度
9月入隊新隊員9月入隊新隊員
特技課程及び第16期特技課程及び第16期
一般陸曹候補生課程一般陸曹候補生課程
後期教育修了式」を実施後期教育修了式」を実施

新庄・鶴岡でリクルータが活躍！新庄・鶴岡でリクルータが活躍！ 3名が教育修了!3名が教育修了!

それぞれの部隊・中隊へ
配置

それぞれの部隊・中隊へ
配置

連隊長訓示連隊長訓示

配置申告配置申告

入隊予定者懇談会（新庄）に参加入隊予定者懇談会（新庄）に参加
(本部管理中隊：渡部拓斗３曹)(本部管理中隊：渡部拓斗３曹)

３機関合同説明会（鶴岡）に参加３機関合同説明会（鶴岡）に参加
（本部管理中隊：五十嵐壱騎）（本部管理中隊：五十嵐壱騎）

入隊予定者懇談会（新庄）に参加
入隊予定者懇談会（新庄）に参加（第１中隊：八鍬大樹士長）
（第１中隊：八鍬大樹士長）

記念撮影記念撮影

重迫撃砲中隊
・後藤　孝二　３尉
・３月２日付
・東根市在住

定年退官者紹介

永年の勤務、
お疲れ様でした。

4月行事予定
・自衛官候補生課程入隊式❺日（月）

�日（日）
・第6師団59周年・神町駐屯地

65周年創立記念行事

�日（木）～�日（木・祝）

�日（月）～�日（木・祝）

・令和３年度第１次基礎となる部隊の

　訓練検閲（第２中隊）

・第65回山形県縦断駅伝競走大会協力


